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一
月
二
十
二
日
、
六
華
苑
の
和
館
に

て
お
琴
の
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

校
外
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
歴
史
あ
る
六

華
苑
で
の
演
奏
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
感
染
症
が
心
配
さ
れ
る

中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、

日
々
の
練
習

の
成
果
と
師

範
の
堀
先
生

へ
の
感
謝
の

思
い
、
そ
し

て
一
年
生
と

二
年
生
が
そ

ろ
っ
て
演
奏

す
る
最
後
の

機
会
を
特
別
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う

思
い
で
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
は
曲
調
の
明
る
い
「
群
青
」

と
、
誰
も
が
一
度
は
き
い
た
こ
と
が

あ
っ
て
口
ず
さ
み
や
す
い
「
と
な
り
の

ト
ト
ロ
」
を
選
曲
し
、
お
琴
に
触
れ
る

機
会
の
な
い
人
に
も
楽
し
く
、
心
を
和

ま
せ
る
音
色
を
目
標
に
し
て
い
ま
し

た
。
全
員
が
そ
ろ
っ
て
練
習
す
る
機
会

が
少
な
い
な
か
で
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
努

力
し
当
日
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
は
お
琴
を
演
奏
す
る

他
の
団
体
の
方
た
ち
の
音
色
を
聴
き
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
技
術
の
足
り

な
い
私
達
で
す
が
こ
の
先
も
っ
と
よ
り

良
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
自
分
た
ち

ら
し
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
演

奏
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
、
館
内
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
桑
名

市
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
も
新
春
六
華
苑
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
本
年
も
お
招
き
頂
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
日
は
１
年
で
最
も
寒
い
時
期
に
あ

た
る
「
大
寒
」
で
、
当
日
朝
も
寒
さ
が

身
に
こ
た
え
ま
し
た
。
我
々
の
様
な〝
楽

器
弾
き
〞
に
と
っ
て
「
寒
さ
」
は
大
敵

で
、
ど
う
し
て
も
手
・
指
が
冷
た
く
な

る
と
、
思
う
様
に
フ
レ
ッ
ト
を
押
さ
え

る
事
、
音
符
通
り
に
指
を
早
く
動
か
す

事
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
納
得
の

い
く
演
奏
を
し
て
聴
衆
の
皆
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
様
に
と
、
朝
早
く
に
集
ま
り

〝
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
〞
を
施
し
本
番

に
臨
み
ま
し
た
。

開
演
時
に
は
沢
山
の
方
々
が
足
を
運

ん
で
下
さ
り
、
洋
館
に
響
き
渡
る
マ
ン

ド
リ
ン
の
音
色
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た

曲
想
も
相
ま
っ
て
、
奏
者
の
我
々
も
と

て
も
優
雅
な
気
持
ち
で
上
手
く
奏
で
る

事
が
で
き
、
事
前
の
準
備
が
功
を
奏
し

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

私
共
、
桑
名
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
は

令
和
３
年(

２
０
２
１
年
）
に
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
そ
の
年
に
記
念
演
奏
会
を
開
催
す
る
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豊
田
憲
生

音
楽
部
門

予
定
で
し
た
が
、
折
し
も
コ
ロ
ナ
の
蔓

延
で
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
２
年
の

充
電
期
間
を
経
て
よ
う
や
く
本
年
５
月

28
日
（
日
）
に
柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
桑
名
市
民
会
館
）
に
て
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
時
に

向
け
部
員
一
同
鋭
意
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。　

今
回
は
当
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
振
り
返

る
選
曲
と
な
っ
て
お
り
、
１
０
０
年
前

に
開
催
さ
れ
た
演
奏
会
で
の
曲
も
数
曲

演
奏
い
た
し
ま
す
。
日
曜
午
後
の
ひ
と

と
き
を
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
マ
ン
ド

リ
ン
の
音
色
を
ご
堪
能
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
桑
名
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
）

河
合
咲
暉
子

芸
能
Ⅰ
部
門

（
琴
き
ら
ら
桑
名
高
等
学
校
邦
楽
部
）

新
春
六
華
苑
祭

新
春
六
華
苑
祭

特
別
な
舞
台
を
終
え
て

新
春
を
雅
び
て

成
功
の
鍵
は
事
前
準
備
に
あ
り

音
楽
の
祭
典
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今
年
度
も
版
画
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

版
画
は
、
公
募
展
な
ど
で
は
、
絵
画

部
門
に
含
ま
れ
る
展
示
を
多
く
み
ま
す

が
、
絵
画
と
は
異
な
る
表
現
活
動
で

す
。
「
版
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ

り
、
複
数
性
が
生
ま
れ
、
ポ
ス
タ
ー
や

年
賀
状
な
ど
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
等
の
衣
服
に
プ

リ
ン
ト
が
可
能
な
特
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
版
画
は
、
同
じ
作
品
で
も
版

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
、
桑

名
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
日
本
間
で

恒
例
の
「
小
倉
百
人
一
首
初
心
者
か
る

た
取
り
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
応

募
枠
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
二
十
人
（
十
チ
ー

ム
）
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
会
で
す
の
で
文
化

協
会
さ
ん
の
指
導
と
か
る
た
界
の
全
国

組
織
で
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ

た
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
実
施
し
ま
し

た
。
検
温
・
部
屋
の
換
気
を
行
い
、
参

加
者
と
同
伴
の
ご
家
族
に
は
不
織
布
マ

ス
ク
着
用
、
試
合
毎
の
手
指
消
毒
、
大

声
で
の
会
話
自
粛
を
開
会
式
と
試
合
の

合
間
に
繰
り
返
し
お
願
い
を
し
ま
し

た
。さ

て
、
こ
の
大
会
は
多
く
の
方
に
百

人
一
首
に
親
し
み
、
気
軽
に
か
る
た
取

り
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
の
想
い
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

試
合
は
二
人
一
組
の
チ
ー
ム
対
抗
で

行
い
、
お
友
達
・
親
子
等
が
助
け
合
い

な
が
ら
試
合
を
進
め
ま
す
。
最
初
は
札

を
取
る
都
度
歓
声
が
飛
び
交
う
な
ど
和

や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、
次
第
に
札

が
読
ま
れ
る
前
の
一
瞬
は
会
場
が
静
ま

り
返
り
、
真
剣
に
札
を
取
り
あ
う
よ
う

市
民
芸
術
文
化
祭
を
終
え
て

市
民
芸
術
文
化
祭
を
終
え
て

加
藤
　
誠

趣
味
教
養
部
門

(

三
重
県
か
る
た
協
会 

桑
名
若
菜
会)

早
川
里
美

美
術
部
門

(

個
人
会
員)

大
人
も
子
ど
も
も

百
人
一
首
か
る
た
に
挑
戦
！

大
人
も
子
ど
も
も

百
人
一
首
か
る
た
に
挑
戦
！

版
画
制
作
と
美
術
部
門
展

版
画
制
作
と
美
術
部
門
展

の
色
を

変
え
た

り
、
組

み
合
わ

せ
を
変

化
さ
せ

る
こ
と

に
よ
り

全
く
別

物
の
作

品
に
な

る
こ
と

も
あ
り

ま
す
。

制
作
途
中
の
作
品
を
残
し
て
お
け
ば
、

出
来
上
が
っ
た
本
作
品
と
並
べ
て
後
で

見
直
し
考
慮
す
る
資
料
に
も
な
り
ま

す
。
洋
画
、
日
本
画
で
は
考
え
ら
れ
な

い
特
性
で
す
ね
。
正
方
形
の
作
品
を
多

く
作
る
私
は
、
上
下
左
右
を
、
版
を
置

く
方
向
を
間
違
え
て
刷
る
と
、
頭
の
中

で
構
想
し
た
緻
密
で
幾
何
学
的
な
作
品

が
、
偶
然
性
を
伴
っ
て
味
わ
い
深
い
面

白
い
一
点
を
生
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
版
画
は
、
小
・
中
・
高
等
教

育
の
美
術
教
育
で
扱
う
こ
と
が
少
な

く
、
一
般
的
に
馴
染
み
が
う
す
い
の

か
、
あ
ま
り
普
及
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
プ
レ
ス
機
、
バ
レ
ン
、
版
材
、
彫

刻
刀
な
ど
の
道
具
類
が
必
要
で
、
準
備

と
片
付
け
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
難

点
を
指
摘
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
是
非

是
非
、
簡
単
で
安
価
に
で
き
る
版
画
も

あ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
版
画
を
楽
し
む

人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
桑
名
市
で
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
に

身
を
置
く
方
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
技

量
の
有
無
に
関
係
な
く
、
一
年
の
集
大

成
の
発
表
の
場
と
し
て
市
民
芸
術
文
化

祭
に
出
品
さ
れ
る
の
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

美
の
追
求
が
、
日
常
生
活
の
一
端
に

な
っ
て
、
心
か
ら
の
制
作
欲
で
生
ま
れ

る
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

そ
う
し
て
二
試
合
、
約
二
時
間
が
過

ぎ
競
技
終
了
と
な
り
ま
す
。
二
試
合
の

取
札
の
合
計
枚
数
で
順
位
を
決
め
、
十

チ
ー
ム
二
十
人
全
員
に
賞
状
と
副
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。　
　

多
く
の
お
子
さ
ま
は
賞
状
を
手
に
す

る
と
、
ニ
コ
っ
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

ま
た
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
も

大
人
も
い
い
時
間
を
過
ご
し
た
、
と
満

足
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
笑
顔
・
表
情
を
目
に
し
、
あ
あ
今
回

も
こ
の
大
会
を
開
催
し
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
来
年
は
ぜ
ひ
こ
の
大
会

に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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令
和
５
年
度 

月
釜
日
程
表

令
和
５
年
度 

月
釜
日
程
表

開
催
時
間　

月　

釜　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
午
後
３
時
30
分

開
催
場
所　

六
華
苑　

和
館
一
の
間

呈
茶
券　

前
売
券　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
華
苑
入
苑
料
込
･
茶
道
各
流
派
師
範
宅
･
六
華
苑
で
販
売

　
　
　
　
　

当
日
券　

7
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

六
華
苑
入
苑
料
別)

　
　
　
　
　
（
入
苑
料
：
高
校
生
以
上
４
６
０
円
、中
学
生
１
５
０
円
）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
変
更
・
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
桑
名
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
の
際
は
、
感
染
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

◆
４
月
15
日(

土)

は
「
県
民
の
日
」
記
念
事
業
に
あ
わ
せ
入
苑
料
は
無
料
、

　

呈
茶
券
は
７
０
０
円
（
六
華
苑
で
の
前
売
券
販
売
な
し
）

◆
お
問
合
せ  

桑
名
市
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

（
桑
名
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内　

℡
０
５
９
４‐

２
４‐

１
３
６
１
）

開　

催　

日

令
和
５
年 

４
月
15
日
㈯

 

５
月
２１
日
㈰

 

６
月
１８
日
㈰

 

10
月
15
日
㈰

令
和
６
年 

１
月
21
日
㈰

 

３
月
17
日
㈰

担
当
流
派

表
千
家
流

茶
道
裏
千
家

茶
道
裏
千
家

煎
茶
松
風
流

遠
州
流
茶
道

表
千
家
流

　

桑
名
市
文
化
協
会
で
は
、
桑
名
市
の

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
、
文
化
協
会
会

員
が
企
画
し
て
行
う
事
業
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
令
和
５
年
度

の
育
成
補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
方
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体
等

　

文
化
協
会
の
個
人
及
び
団
体
。
た
だ

し
、
令
和
５
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、

桑
名
市
文
化
協
会
に
在
籍
１
年
以
上

で
、
令
和
３
年
度
・
令
和
４
年
度
に
補

助
を
受
け
て
い
な
い
会
員
。

○
補
助
金
の
額

　

事
業
企
画
実
施
に
要
す
る
交
付
対
象

経
費
の
80
％
以
内
の
額
で
30
万
円
を
限

度
と
す
る
。

○
応
募
の
方
法

　

文
化
協
会
事
務
局
か
ら
送
付
さ
れ
た

申
請
書
に
記
入
し
、
同
事
務
局
へ
提
出

申
請
す
る
。
書
式
は
文
化
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

○
応
募
受
付
期
間

　

令
和
５
年
３
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

（
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
実
施
事
業
に
限
る
）

※
令
和
２
年
度
募
集
よ
り
桑
名
市
文
化

協
会
育
成
補
助
金
要
綱
を
、
令
和
３
年

度
よ
り
運
用
規
定
・
Ｑ
＆
Ａ
を
改
定
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度

桑
名
市
文
化
協
会　

育
成
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度

桑
名
市
文
化
協
会　

育
成
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

第
31
回　

定
期
総
会
の
ご
案
内

第
31
回　

定
期
総
会
の
ご
案
内

〈
日
時
〉
令
和
５
年
５
月
14
日
（
日
）

             

午
前
10
時
30
分
か
ら

            

（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

〈
会
場
〉
桑
名
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー  

大
研
修
室

＊
各
部
門
か
ら
代
議
員
の
選
出
を
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

（
３
月
１
日
現
在
ま
で
に
入
会
の
会
員
）

音
楽
部
門　
　
　

な
ば
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

美
術
部
門　
　
　

エ
チ
ュ
ー
ド

美
術
部
門　
　
　

書
を
愉
し
む
会

　

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
さ

ん
、
個
人
の
方
、
文
化
事
業
に
興
味
の

あ
る
方
、
一
緒
に
桑
名
市
の
文
化
芸
術

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
♪

令
和
４
年
度　

      

新
入
会
員
の
紹
介  (

敬
称
略)　

令
和
４
年
度　

      

新
入
会
員
の
紹
介  (

敬
称
略)　

文
化
協
会
へ
新
入
会
員
　
大
歓
迎
♪

文
化
協
会
へ
新
入
会
員
　
大
歓
迎
♪

お問い合わせ
桑名市文化協会事務局

（桑名市ブランド推進課内）
TEL 0594-24-1361
ホームページ

https://bunkyo-kuwana.jp

お問い合わせ
桑名市文化協会事務局

（桑名市ブランド推進課内）
TEL 0594-24-1361
ホームページ

https://bunkyo-kuwana.jp

お し ら せ
桑名市民芸術文化祭社会文化部門展で多

くご要望頂きました展示資料（八間通桑名

市電、北勢鉄道京橋線）の縮写版冊子（A4

判16頁）を作成しました。ご希望の方に文化

協会事務局（桑名

市ブランド推進課）

または、きいろいお

うち（新地）で配布

します。（先着順なく

なり次第終了）

お し ら せ
桑名市民芸術文化祭社会文化部門展で多

くご要望頂きました展示資料（八間通桑名

市電、北勢鉄道京橋線）の縮写版冊子（A4

判16頁）を作成しました。ご希望の方に文化

協会事務局（桑名

市ブランド推進課）

または、きいろいお

うち（新地）で配布

します。（先着順なく

なり次第終了）
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平
成
５
年
６
月
27
日
桑
名
市
役
所
５

階
会
議
室
に
於
て
、
３
０
０
名
余
の
会

員
の
参
加
の
も
と
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、
規
約
、
協
会
役
員
、
事
業
内
容
、

予
算
の
承
認
を
得
て
、
初
代
会
長
の
佐

藤
勤
三
氏
の
も
と
桑
名
市
文
化
協
会
は

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
６
年
５
月
15
日
に
当
時
の
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
資
料
に
よ

り
ま
す
と
、
団
体
会
員
95
団
体
、
個
人

会
員
64
名
、
会
員
総
数
４
０
３
６
名
、

特
別
会
員
56
団
体
と
な
り
、
予
算
決
算

額
は
７
３
０
万
円
余
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。現

在
の
会
員
数
は
１
４
０
０
名
余
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
減
少
は
コ

ロ
ナ
に
よ
り
会
員
活
動
が
制
限
さ
れ
た

影
響
と
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
文
化
活
動
は
人
と
の
交

わ
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
を

防
止
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
大
き
な

手
段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も

文
化
協
会
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
発
足

当
時
は
、
広
報
委
員
と
し
て
参
画
し
、

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
設
立
し
た

桑
名
市
文
化
協
会
が
令
和
５
年
（
２
０

２
３
）
で
30
年
目
を
迎
え
ま
す
。
設
立

と
同
時
に
入
会
し
た
私
は
歴
代
会
長
の

も
と
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
か
ら
副

会
長
の
一
員
と
し
て
今
日
迄
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の
会
長
も
私
事
の

時
間
を
割
い
て
協
会
一
筋
に
尽
く
さ
れ

る
姿
は
側
で
見
て
い
て
頭
の
下
が
る
思

い
で
す
。

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）
15
周
年
第

３
回
記
念
事
業
の
責
任
者
と
し
て
作
家

の
童
門
冬
二
氏
の
「
松
平
定
永
と
天
保

以
降
の
桑
名
の
文
化
」
と
題
す
る
文
化

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
各
方
面
の
御
協
力
の
賜
物
で
、
無

事
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
私

の
心
に
大
き
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
て

お
り
ま
す
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代

に
な
っ
て
、
今
迄
の
様
な
各
団
体
の
活

動
が
制
約
さ
れ
る
の
は
、
文
化
芸
術
活

動
に
と
っ
て
大
い
に
痛
手
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
の
都
合

等
で
開
催
さ
れ
な
い
新
春
懇
親
会
は
、

各
団
体
個
人
の
横
の
交
流
を
拡
げ
る
意

味
か
ら
云
っ
て
残
念
な
こ
と
で
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま

だ
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
様
な
世

情
だ
か
ら
こ
そ
文
化
芸
術
は
絶
対
に
今

必
要
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
し
強
く

主
張
し
た
い
で
す
。

副
会
長
三
年
目
か
ら
広
報
委
員
と
し
て

「
桑
名
文
協
」
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

二
人
の
副
会
長
、
十
部
門
か
ら
の
委
員
、

事
務
局
と
で
34
号
か
ら
53
号
ま
で
発
行
し

て
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
思
い
出
深
い
も
の

で
す
が
、
特
に
心
に
残
る
の
は
、
令
和
３

年
９
月
15
日
発
行
の
「
桑
名
文
協
創
刊
50

号
記
念
号
」
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
文
化
の
持
つ
「
心
の

豊
か
さ
」
を
守
り
、
心
の
渇
き
を
癒
す
文

化
の
灯
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
発
表
の

場
、
各
部
門
助
け
合
っ
て
い
く
場
、
楽
し

み
合
え
る
場
と
な
る
広
報
紙
で
あ
り
続
け

た
い
と
の
思
い
は
、
今
も
こ
れ
か
ら
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
本
紙
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
 

二
十
周
年
余
滴 ―

 

柏
崎
市
と
の
交
流

両
市
の
文
化
協
会
交
流
会
場
は
、
大
き

な
一
枚
ガ
ラ
ス
の
窓
の
向
こ
う
に
暗
緑
色

の
日
本
海
、
大
き
な
赤
い
夕
陽
が
ド
ブ
ー

ン
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
夕
陽
。

懇
親
会
で
同
席
、
意
気
投
合
し
た
人
と

越
後
路
と
伊
勢
路
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
、
跡
絶
え
ま
し

た
。
送
り
た
か
っ
た※

「
桑
・
柏
日
記
抄
」

を
開
い
て
読
ん
で
い
ま
す
。

十
年
に
一
度
と
か
の
寒
波
の
便
り
、
雪

深
い
越
後
路
を
思
い
、
心
痛
み
ま
す
。

一
月
二
十
四
日
記

※

「
桑
・
柏
日
記
抄
」  

堀
田
吉
雄
編
著

(

伊
勢
民
俗
学
会
刊　

昭
和
44
年
12
月
10
日
刊)

平
成
８
年
度
か
ら
芸
能
I
部
門
の
理
事

と
し
て
携
わ
り
、
長
年
、
多
く
の
人
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
９
月
９
日
～
10
日
に

柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
30
周

年
記
念
事
業
を
「
未
来
へ
つ
な
ご
う
！

桑
名
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
部
門

舞
台
部
門
の
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
現
在
は
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
内
容
を
検
討
し
、
意
義
の
あ
る

記
念
事
業
に
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
文
化
協
会
は
、
多
く

の
先
人
た
ち
が
築
い
た
桑
名
の
文
化
の

要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
50
周
年
を

目
指
し
て
、
桑
名
市
の
支
援
の
も
と
、

会
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

文
化
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

荒
木
敏
文

桑
名
市
文
化
協
会
　

森
　
一
蔵

令和４年度第30回定期総会

桑
名
市
文
化
協
会
設
立
30
周
年

桑
名
市
文
化
協
会
設
立
30
周
年

30
周
年
を
迎
え
て

30
年
間
を
ふ
り
返
っ
て

丹
羽
宗
俊

桑
名
文
協
と
歩
ん
だ
十
年

会
長

桑
名
市
文
化
協
会
　
副
会
長

桑
名
市
文
化
協
会
　
副
会
長

せ
き
よ
う

せ
き
よ
う

と　

だ
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桑
名
市
文
化
協
会
を

            
支
え
る
運
営
陣

文化活動に励む個人と団体の集まる桑名市文化協会。
縁の下の力持ち、運営陣を紹介します。

桑名市文化協会発足　
会員約4000人、
8部門でスタート
桑名文協　第1号発行

芸能部門が芸能Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ部門に分かれ10部門
に。広報委員　選出

子ども文化部門　設置
11部門に

5周年記念事業　
シンポジウム『桑名』
「創造性と文化をはぐく
むまち」をめざして

10周年記念事業＆第12
回桑名市民芸術文化祭
「野外ステージに
集まろう!!～何かが生ま
れる21世紀～」

「文協新春懇親会」
初開催
国際交流事業スタート
ホームページの開設

第1回新春六華苑祭

桑名市文化協会ロゴマー
ク採用

15周年記念事業　
文化講演会　童門冬二
「松平定永と天保以降
桑名の文化」

20周年記念事業　柏崎
市文化協会との交流事業

25周年記念事業「人生
フルーツ」映画上映会
第65回桑名市民展より
　桑名市と共催

桑名文協第47号より
カラー印刷に

ホームページ　リニュー
アル

設立30周年記念事業
「未来へつなごう！
桑名の文化」開催予定

平成 5（1993）
 6月

 8月
平成7（1995)
　

平成 8（1996）

平成10（1998） 
 5月

平成 15（2003）
11月

平成 16（2004）
 2月

平成 17（2005）
 1月
平成 18（2006）

平成 20（2008）
 2月

平成 25（2013） 
 3月

平成 30（2018）
 3月

 7月

令和 2（2020）
 3月

令和 3（2021）

令和 5（2023）
 9月　

30年間のあゆみ

桑
名
の
文
化
を
盛
り
上
げ
た
い
。会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
で
す
！

広報担当副会長2名と各部門代
表の広報委員10名で、広報紙

「桑名文協」の編集作業を行いま
す。
会員による執筆は、文化協会の

「今」の記録。桑名の文化の軌跡
です。手にとって読めるアナログ
の良さをお届けします。

正副会長6名、各部門理事
10名で年間9回開催。
文化協会の行事や会員に
関することを話し合う文化
協会の要です。
審議 ･ 決定した内容を理
事が各部門会員に展開し
ます。

設立30周年記念事業 未来へつなごう!桑名の文化

      令和5年9月9日（土）・10日（日）
柿安シティホール（桑名市民会館）にて開催
見て♪楽しむ「展示作品」
やってみよう♪「美術」「俳句」ワークショップ

和んで♪味わう「立礼式お茶会」
華やかに♪コラボで魅せる「舞台パフォーマンス」
ご一緒に♪「大合唱フィナーレ」

文化っていいね、楽しいね♪
そんなイベント企画中!お楽しみに!

詳細は決まり次第、桑名市文化協会HPやチラシ
等でお知らせします。

「
未
来
へ
つ
な
ご
う
！　

桑
名
の
文
化
」
を
目
標

に
、
文
化
協
会
の
構
成
団

体
が
総
力
を
挙
げ
て
市
民

の
皆
様
に
熱
い
想
い
を
お

届
け
し
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、

桑
名
の
文
化
を
身
近
に
感

じ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
お

子
さ
ま
と
一
緒
に
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り

お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

30周年記念事業
実行委員長
西村治生　副会長

理　事　会

広報委員会

ホームページ
令和3年にリニューアル。
文化協会の最新情報を発信し
ています。会員紹介や、イベン
トカレンダー、活動報告で、会
員さんの魅力をPR！ 
イベントチェックのツールとし
ても好評で、多くのアクセスが
あります。
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た
ず
ね
た
い
こ
と
が
あ
る

い
つ
終
り
ま
す
か
こ
の
物
語
り

八
十
二
年
は
長
か
っ
た
け
ど

・
・
・
け
ど
、
短
か
か
っ
た

い
く
つ
か
の
山
坂
を
登
り
下
り

ふ
り
返
る
と

大
し
た
山
で
は
な
か
っ
た
が

道
中
で
め
ぐ
り
逢
え
た
人
が

と
て
も
よ
か
っ
た

ふ
り
む
く
と
空
を
か
り
が
鳴
い
て

里
に
帰
っ
て
ゆ
く

は
ぐ
れ
鳥
が
一
羽

あ
れ
は
、

き
っ
と
私
じ
ゃ
な
い
か

深
夜
の
雨
は

屋
根
を
た
た
き
瓦
を
滑
り
な
が
ら

今
日
で
も
な
く
明
日
で
も
な
い
時
間
に

下
へ
下
へ
と
水
音
を
た
て
て
落
ち
て
ゆ
く

時
間
の
継
ぎ
目
の
よ
う
な
空
間
は

私
の
存
在
す
ら
疑
わ
し
く

今
日
と
明
日
の
狭
間
に
ふ
ん
わ
り
と

羽
毛
の
よ
う
に
漂
っ
て
い
る

や
が
て
雨
が
止
ん
で

幽
玄
の
世
界
に
蒼
色
の
月
が

辺
り
を
照
ら
す

今
日
と
明
日
の
狭
間
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と

神
と
の
吊
り
橋
が
揺
れ
て
い
る

罪
深
い
愚
人
に
は
想
像
し
か
で
き
な
い

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園

紫
の
夜
明
け
が
近
づ
い
て

月
も
吊
り
橋
も
消
え
て
ゆ
く

眠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
に

ひ
た
ひ
た
と
明
日
が
や
っ
て
く
る

堀
川
孝
子

―
―

あ
そ
こ
が
松
ヶ
崎
の
駅

が
ら
ん
と
し
た
屋
根
を
指
し
て

途
中
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
従
妹
は

お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
戻
っ
て
行
っ

た焦
げ
付
い
た
鍋
が
流
し
に
投
げ
込
ま
れ

た
ま
ま

食
器
を
洗
う
こ
と
が
出
来
な
い
台
所
で

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
従
妹
は
言
葉
少
な

だ
っ
た

二
人
の
息
子
が
巣
立
っ
た
後

夫
を
亡
く
し

草
ぼ
う
ぼ
う
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た

終
戦
の
日
に
生
ま
れ
た
従
妹

あ
の
日
も
蝉
た
ち
は
鳴
い
て
い
た

動
転
す
る
人
々
の
傍
で
咲
い
て
い
た
向

日
葵
の
花

赤
子
に
降
り
注
い
で
い
た
混
沌
と
し
た

光薄
い
水
団
を
す
す
っ
て
い
た
日
々

姉
妹
の
よ
う
に
遊
ん
だ

春
に
は
土
筆
や
蕨
を
秋
に
は
栗
の
実
や

茸
を

胸
を
広
げ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
山
が

あ
っ
た

各
駅
電
車
の
止
ま
る
町
で

安
田
治
三

ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園

幕

岡
本
妙
子

〈
現
代
詩
や
ま
ぶ
き
〉

【 

文
学
部
門 

】

詩 文
協
文
芸

文
協
文
芸

み
ん
な
い
な
く
な
っ
た
ふ
る
里

顔
ぶ
れ
の
替
わ
っ
た
故
郷
を
抱
い
て

あ
の
頃
と
変
わ
ら
ぬ
山
並
み
が
あ
る

特
急
電
車
に
の
け
ぞ
り

何
度
も
急
行
が
走
り
抜
け
て
行
っ
た

静
か
に
入
っ
て
来
た
車
両
が

大
き
く
体
を
揺
ら
し
て
止
ま
っ
た

く
も
っ
た
車
窓
を

今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
雲
が
流
れ
る

は
ら
は
ら
と
舞
い
散
る
黄
色
い
花
び
ら

荒
野
に
従
妹
を
残
し
た
ま
ま

私
は
中
川
駅
で
急
行
電
車
に
乗
り
換
え

た

い
と
こ

き
の
こ

す
い
と
ん

わ
ら
び
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竹
村
一
雄

安
田
治
三

伊
藤
智
之

二
年
前
に
い
ま
流
行
り
の
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
を
呼
ぼ
う
と
フ
ジ
バ
カ
マ
畑
を
作

り
、
百
株
ほ
ど
植
え
た
。
昨
年
の
十
月

上
旬
、
待
望
の
訪
問
が
あ
っ
た
。

藤
袴
浅
葱
の
衣
の
舞
う
夢
を

昨
年
末
か
ら
柴
犬
の
子
ど
も
を
時
々

預
か
る
こ
と
に
な
り
、
サ
ー
ク
ル
を

セ
ッ
ト
し
、
朝
ご
飯
を
準
備
し
て
待

つ
。
ま
だ
生
ま
れ
て
三
か
月
、
冬
の
寒

さ
は
か
わ
い
そ
う
で
つ
い
抱
き
上
げ
る

と
そ
の
ま
ま
眠
る
こ
と
も
。

木
枯
ら
し
に
子
犬
の
午
睡
耳
ピ
ク
リ

正
月
、
日
の
出
前
に
起
き
た
ら
な
に

や
ら
外
が
明
る
い
。
「
あ
さ
ぼ
ら
け
有

明
の
月
と
見
る
ま
で
に
・
・
」
を
思
い

出
し
雪
か
な
と
窓
を
開
け
て
み
る
と
、

半
月
が
煌
々
と
景
色
を
照
ら
し
て
い

た
。
こ
こ
で
パ
ロ
デ
ィ(

本
歌
取
り
？)

。

下
弦
月
有
明
の
雪
と
見
る
ま
で
に

私
は
三
四
郎
。
と
言
っ
て
も
柔
道
の

強
い
三
四
郎
で
も
な
い
。
勿
論
、
漱
石

の
「
三
四
郎
」
で
も
な
い
。
競
馬
好
き

な
飼
主
の
パ
パ
が
、
た
ま
た
ま
当
っ
た

馬
券
の
３
番
４
番
６
番
の
語
呂
合
わ
せ

で
名
付
け
ら
れ
た
柴
犬
だ
。
趣
味
は
パ

パ
の
影
響
を
受
け
て
短
歌
を
嗜
む
。

犬
が
短
歌
を
詠
む
と
は
と
、
疑
問
に

思
う
人
も
い
る
が
、
短
歌
は
私
的
な
世

界
だ
か
ら
い
い
の
で
は
。

パ
パ
は
、
私
と
の
散
歩
の
途
中
で
の

歌
作
が
多
く
、
呟
き
み
た
い
な
も
の
を

帰
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
に
詰
め
て
纏
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
形
に
な

ら
な
い
。

私
は
筆
記
具
は
持
た
な
い
の
で
、
そ

の
場
で
と
り
あ
え
ず
完
成
さ
せ
頭
に
納

め
後
日
歌
会
な
ど
で
推
敲
し
て
い
る
。

歌
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
私
と
物
知
り

の
隣
の
猫
の
み
い
ち
ゃ
ん
が
中
心
で
あ

る
。今

日
は
パ
パ
と
マ
マ
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
お
出
掛
け
な
の
で
、
み
い
ち
ゃ
ん

の
都
合
を
聞
き
、
歌
会
を
開
い
た
。
犬

や
猫
の
短
歌
に
興
味
の
あ
る
人
間
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
今
回
は
公
開
に
し

た
。
犬
や
猫
の
感
性
を
わ
か
っ
て
頂
け

俳
句
〈
俳
句
を
学
ぶ
会
〉

秋
、
冬

短
　
歌

三
四
郎
の
遠
吠
え
②

短
歌
物
語

鐘
霞
む
ご
お
ん
ご
お
ん
と
古
都
の
路

枕
も
と
窓
に
さ
え
ず
る
鶯
や

山
笑
う
麓
に
学
ぶ
一
年
生

水
温
む
小
川
の
土
手
に
た
ん
ぽ
ぽ
や

じ
っ
と
見
る
桜
の
枝
に
新
芽
か
な

風
鈴
の
音
い
ろ
か
ろ
や
か
濡
れ
縁
に

筍
を
山
ほ
ど
背
負
い
獣
道

夕
立
に
敷
石
濡
れ
て
庭
眩
し

岡
崎
城
く
ち
な
し
の
花
香
る
庭

山
里
に
蝉
鳴
き
く
ら
べ
宝
林
寺

月
光
は
褥
に
射
し
て
夢
枕

月
明
り
夜
道
横
切
る
狸
か
な

十
五
夜
蒼
く
白
く
に
辺
り
染
め

地
蔵
盆
御
前
通
り
浴
衣
の
娘

熟
れ
柿
は
吾
の
物
だ
と
は
ぐ
れ
猿

我
が
庭
に
積
れ
る
枯
葉
命
惜
し

友
は
逝
く
言
葉
交
わ
さ
ず
師
走
の
空

縁
側
に
猫
ま
ど
ろ
ん
で
日
向
ぼ
こ

雪
降
れ
と
誰
が
言
う
の
か
北
国
に

日
曜
の
寒
さ
に
い
じ
け
炬
燵
か
な

春
夏
秋
冬

る
と
嬉
し
い
。

①
空
吠
え
の
専
守
防
衛
に
励
み
て
も　

　

餌
を
守
れ
ず
カ
ラ
ス
ど
も
よ
り

☆
み
い
ち
ゃ
ん　

専
守
防
衛
と
い
う
言

葉
を
軽
く
使
い
す
ぎ
て
良
く
な
い
わ
。

★
三
四
郎　

犬
の
自
分
を
詠
む
こ
と
で

人
間
社
会
を
斜
め
に
切
っ
た
つ
も
り
。

☆
み
い
ち
ゃ
ん　

川
柳
で
は
な
い
の
。

②
人
間
の
犯
し
た
罪
の
多
い
こ
と
生　

　

き
物
す
べ
て
絶
滅
危
惧
種

☆
み
い
ち
ゃ
ん　

本
当
に
そ
う
ね
。
生

き
物
の
共
有
の
も
の
で
あ
る
べ
き
地
球

が
、
人
間
の
欲
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
ゆ

く
。
人
間
は
恐
ろ
し
く
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
う
い
え
ば
、
パ
パ
の
歌
に
次
の

歌
が
あ
っ
た
ね
。

〇
四
角
で
も
三
角
で
も
い
い
地
球
と
い

　

う
ひ
と
つ
の
塊
が
平
和
で
あ
れ
ば

★
三
四
郎　

パ
パ
の
自
慢
の
歌
だ
ね
。

こ
れ
も
人
間
の
勝
手
な
論
で
、
人
間
さ

え
平
和
で
あ
れ
ば
良
い
の
か
。

③
飼
主
は
犬
に
向
か
い
て
人
間
の
弱
さ

呟
く
新
聞
丸
め

☆
み
い
ち
ゃ
ん　

人
間
社
会
は
、
事
件

や
事
故
の
多
い
こ
と
。
そ
れ
を
人
間
の

弱
さ
が
原
因
と
パ
パ
が
口
癖
な
の
ね
。

★
三
四
郎　

パ
パ
は
、
問
題
が
起
き
る

と
人
間
の
弱
さ
で
片
づ
け
る
。
逃
げ
の

一
手
で
あ
り
、
そ
ん
な
パ
パ
も
弱
い
人

間
の
一
人
で
あ
る
。
頑
張
れ
パ
パ
。

　

曇
っ
て
き
た
の
で
、
閉
会
。

(

個
人
会
員)

き
ぬ
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ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
の
皆
様
３
月
１
日
現
在

（
五
十
音
順
）

編
集
後
記

私
た
ち
の
バ
レ
エ
教
室
は
、
２
年
前
文

化
協
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
入
会
前
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
発
表
会
開

催
は
、
悩
む
こ
と
が
多
く
と
て
も
大
変
で

し
た
。
文
化
協
会
に
入
会
後
は
、
事
務
局

の
方
や
先
輩
方
と
協
力
し
、
支
え
合
い
な

が
ら
文
化
祭
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
ま

す
。
と
て
も
心
強
く
、
安
心
感
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
「
桑
名
文
協
」
で

は
、
文
化
活
動
の
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

皆
さ
ん
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
は
、
今
年
で
30
周
年
。
30
年

と
い
う
歴
史
に
先
輩
方
の
ご
苦
労
や
熱
い

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
団

結
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
入
会
し
て

日
が
浅
い
で
す
が
、
文
化
協
会
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、
桑
名

に
文
化
を
広
げ
る
活
動
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
た
ら
幸
い
で
す
。

９
月
９
日(

土)

、
10
日(

日)

に
は
、
30

周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　
　

   

（
堀
田 

佳
世
子)

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

丹
羽　

宗
俊

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

安
田　

治
三

委  

員 

文
学
部
門　
　
　

竹
村　

一
雄

　
　
　

美
術
部
門　
　
　

加
藤
由
貴
子

　
　
　

音
楽
部
門　
　
　

近
藤　

ナ
オ

　
　
　

芸
能
Ⅰ
部
門　
　

杉
野
さ
お
り

　
　
　

芸
能
Ⅱ
部
門　
　

谷
口　

泰
江

　
　
　

芸
能
Ⅲ
部
門　
　

堀
田
佳
世
子

　
　
　

演
劇
部
門　
　
　

相
原　

千
景

　
　
　

茶
華
香
道
部
門　

小
川　

与
松

　
　
　

社
会
文
化
部
門　

大
河
内　

浩

　
　
　

趣
味
教
養
部
門　

加
藤　
　

誠

　

大
化
改
新
そ
し
て
律
令
制
で
定
め
ら

れ
た
公
地
公
民
制
は
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
頃
に
な
る
と
次
第
に
崩
れ
、
私
的
な

所
有
地
＝
荘
園
が
成
立
し
始
め
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
で
も
本
シ
リ
ー
ズ
(24)
で
触

れ
た
古
代
桑
名
郡
五
郷
は
崩
れ
、
香
取

荘(

現
・
深
谷
地
区
～
多
度
町
東
部)

や
間
木
荘(

多
度
町
西
南
部)

そ
し
て

益
田
荘
が
現
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
後

期
に
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
編
纂
の
公
的

史
書
吾
妻
鏡(

東
鑑)

に
も
、
伊
勢
国

香
取
荘
や
益
田
荘
が
出
て
き
ま
す
。

　

中
で
も
益
田
荘
は
現
在
の
桑
名
市
街

か
ら
城
東
・
城
南
・
益
世
・
桑
部
・
在

良
地
区
、
員
弁
郡
星
川
あ
た
り
に
亙
り
、

後
に
は
香
取
荘
や
間
木
荘
も
含
ま
れ
て

広
大
な
一
帯
で
し
た
。
桑
名
藩
士
江
間

政
発
が
明
治
初
期
に
著
し
た
桑
名
郡
志

に
も
「
中
世
以
来
称
ス
ル
所
ノ
庄
名
本

郡
ニ
三
ア
リ
、
香
取
庄
間
木
庄
ハ
古
書

ニ
ソ
ノ
名
見
ユ
ル
モ
後
ニ
全
テ
益
田
庄

ニ…

」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中

に
旧
来
の
制
度
に
な
い
自
然
発
生
的
な

在
善
郷
・
神
戸
郷
・
深
江
郷
な
ど
が
現

れ
、
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検
地(

一
五
三

八
～
九
八)

ま
で
続
き
ま
し
た
。
本
篇

(26)
の
在
善
郷
は
額
田
・
増
田
と
言
わ
れ

「
ま
す
だ
」
の
名
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

明
治
二
十
二
年
の
近
代
市
町
村
制
で

江
場
や
矢
田
な
ど
六
村
が
合
併
、
こ
の

益
田
荘
か
ら
採
っ
て
益
田
村
と
す
る
案

も
出
ま
し
た
が
、
近
隣
に
あ
る
増
田
と

同
音
の
た
め
、
益
々
生
す
る
よ
う
に
と

益
生
村
の
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

益
田
の
名
を
伝
え
る
所
は
、
太
夫
の

増
田
神
社(

益
田
神
社)

も
あ
り
ま
す
。

延
喜
式
内
立
坂
神
社
と
ゆ
か
り
の
神
明

宮
の
ひ
と
つ
で
、
獅
子
舞
を
奉
納
す
る

職
業
集
団
の
邸
内
私
設
神
社
で
す
が
、

毎
年
十
二
月
二
十
四
日
に
国
指
定
文
化

財
の
伊
勢
太
神
楽
が
演
舞
さ
れ
ま
す
。

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

〜
益
田
荘
〜

〜
益
田
荘
〜

社
会
文
化
部
門

社
会
文
化
部
門

大
河
内
　
浩

大
河
内
　
浩

（
個
人
会
員
）

（
個
人
会
員
）

ふ
か　

え　

 

ご
う

か
ん　

べ　

 

ご
う

あ
ず
ま

あ
り 

よ
し  

ご
う

せ
い
は
つ

か
が
み

ま
す
だ
の
し
ょ
う

え　

ま

（28）（28）

益田庄桑名三崎図　久波奈名所図会上巻(自凝洲崎)挿画を加工
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